
 

 

今までの経歴を教えてください          

技術部（1 年間）→機関部（取材時） 

 

 

現在のお仕事は？            

船舶に搭載する機器の設計図面を審査する  

造船所や機器メーカーから提出される、船舶へ搭載する機器の設計図面を審査することが主な業務内容です。 

例えば、私が担当する機器のうち、液化ガス（LNG や LPG）を貨物とする船に搭載する機器では、タンクや 

配管、ポンプ、圧縮機、バルブ、ガス燃焼機器（エンジンやボイラー）、計測機器や警報装置等の機器につい 

て、機器の構造強度や仕様材料の他に、船舶内の配置や接続系統等の図面が提出されてきます。それらが当 

会の作成する規則や、国際条約である SOLAS 条約の IGC コードなどに適合しているかという観点で審査し 

ております。数十メートルから数センチ程度の大小様々な機器に関する図面について、造船所やメーカーの 

特徴を把握しながら審査できるのは「業界内で審査を担当する」当会故の特徴ではないかと思います 

。 

船舶業界の最先端な技術に関わる業務 

近年、地球温暖化対策として CO2 排出量が少ない LNG や LPG、CO2 を排出しない水素やアンモニアが石油 

からの代替燃料として注目を浴びており、船舶業界では代替燃料船の他、エネルギー資源の乏しい日本では 

それらを運搬する船も注目され、造船プロジェクトが立ち上がっております。私は液化ガスに関連する機器 

を扱っているため、LNG や LPG を燃料とする船や、水素を運ぶ船のプロジェクトにも関わる機会がありま 

す。当会でも技術的知見が少ない場合には、造船所や機器メーカーより求められる技術的アドバイスへの回 

答に時間を要することもありますが、入会直後より業界の最先端な技術に関われることをとても嬉しく思い 

ます。また、所属する部で扱うプロジェクトが、後に新聞で公表された際に、改めて業界の最先端な技術に 

関わっていることを実感します。 

どうして�NK�を選んだのですか？           

船舶に搭載する機器の多様さ  

日本の基幹産業である海事産業内で、船舶に搭載する多様な機器に関われることに惹かれて入会しました。  

島国である上に、エネルギー資源のほとんどを輸入に頼っている日本にとって、船舶による海上輸送は貿易 

に不可欠な輸送手段です。加えて、船舶に搭載される機器には推進に関わるエンジンやギア、操舵機の他に 

発電機、ボイラー、揚錨機、航海機器、近年の排気ガス規制関連で SOx や NOx の除去装置等、様々な機器 

を搭載します。当会では、各職員が入会時より図面審査等にて複数の機器に関わることができる点を主な理 

由で入会を決めました。 

私は機関部に配属されてから 1 年未満ですが、高圧タンク、ボイラー、揚錨機、バラスト水処理装置、液化 

ガス関連機器の図面審査と、多種多様な機器に関わっています。 

学生・就活中の方へメッセージ         

企業選びの中でも、「職場の雰囲気に合うか」を判断することも大事だと思います。 

十年単位の長い期間で勤務することを考慮し、良好な人間関係を築けるかも判断材料に入れるべきと考えま

す。興味がある企業がありましたら、できるだけ多くの社員と会って話し、一緒に働きたいか、自分もその雰囲

気に混ざることができるか判断してください。説明会や企業の HP からは「職場の雰囲気」や「一緒に働きたい

と思える社員がいるか」はわかりません。 


